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会 議 次 第 

１． 開会 

２． 市長挨拶 

３． 委員の紹介 

４． 会長及び副会長の選出 

５． 会長及び副会長の挨拶 

６． 諮問 

７． 事務局の紹介 

８． 会議公開制度について 

６．議事 

   ① 新下水道ビジョン及び経営戦略の策定等について 

   ② 今後の審議会の運営方法について 

７．閉会 



 

会 議 結 果 

別紙審議経過のとおり 
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審 議 経 過 

１．事務局（開会） 

２．市長（あいさつ） 

３．事務局（委員の紹介） 

４．事務局（会長及び副会長の選出） 

５．会長及び副会長（あいさつ） 

６．市長（諮問） 

７．事務局（事務局の紹介） 

８．事務局（会議公開制度について説明） 

９．議事 

【１．新下水道ビジョン及び経営戦略の策定等について】 

＜事務局＞ 

「新下水道ビジョン及び経営戦略の策定等について」説明。 

＜会長＞ 

ただいま事務局からの説明が終わりました。ただいまの説明に関しまして、特に市民

の委員の皆様、御意見、御質問等がございましたら賜りたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

＜副会長＞ 

市民の方に御質問を考えていただいてる間に、説明をもう少しわかりやすくしていた

だくために、項目の確認は副会長のほうからさせていただきたいと思います。要はこの

審議会で何をするかと言う話です。それは、現在の『川西市下水道ビジョン』を『新下

水道ビジョン』に改編していくということなのですが、方法としては，『川西市下水道

ビジョン』に、「下水道事業の経営および財政計画について」の現状分析結果と課題を

反映し、さらにステップ２の詳細な方法で追加し、最後にシミュレーション推移を反映

するという、イメージでよろしいんでしょうか。 

＜事務局＞ 

はい。 

＜副会長＞ 

この３つの方法の中の、多分、新下水道ビジョンと新下水道ビジョン加速戦略におけ

る施策の関連性といったあたりが今後の検討課題で、これを見ながら組み込むという進

め方だと言うことでよろしいでしょうか。 

＜事務局＞ 

はい。 
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＜副会長＞ 

以上確認でした。多分、現在の『川西市下水道ビジョン』は市民の方がご覧になって

分かるようになっている冊子ですが、恐らく新下水道ビジョンと新下水道ビジョン加速

戦略の詳細項目等と、特に財政健全化といったあたりの財政的な数値という結構詳細な

数値も入ってきて、理解しにくくなっていると思います。そのあたりは別途、多分学識

経験者だけで議論をして概要をお伝えする必要があると思います。大きな枠組みとして

は、現在の『川西市下水道ビジョン』に大きな３点を加えていき、特に新下水道ビジョ

ンと新下水道ビジョン加速戦略を組み込むということをするんだと言うことで、御理解

いただくのがいいのではないかと思います。 

それと、財政のところで、会計数字がちょっとだけ出ましたが、実際物事を進めるの

に最低のお金が足りていて、今後どうなるのかと言うのは結構大きな話になります。な

ので、大きな数字は本当にざくっと言っていただきましたが、焦点はどこかというと、

横広の７ページの平成２９年度川西市下水道事業の決算の「収益的収入及び支出」「資

本的収入及び支出」というところです。これは数字が悪くなったり良くなっているとい

うことを見ていかなければならないのですが、これでは何のことだかよくわかりません

ね。 

また後でご覧いただきたいんですけれども、実は下水道ビジョンの９ページの下に、

収益的支出の平成２４年度のものがあります。平成２４年度のものと平成２９年度の構

成はあんまり変わってないと思います。これで見ると収入は右側なので、使用料がまず

収入の６割ぐらい占めていて、「一般会計が負担」というのは先ほどアンケートにあっ

た市の財政から負担してもらっていると言う意味ですね。だから収入は使用料が６割強

の３分の２で、３分の１はざくっとですけれど税金が使われて税金が入ってくると言う

ことです。一応、大まかにはそのように理解しておいていたらよいのではないかと思い

ます。それに対して使ってるのは、建物が老朽化して維持しないといけないと言うのは

いろいろありまして、具体的な修繕であったり、猪名川流域と言うのは広域でやってい

る分ですね。川西市だけではなくて広域でやっているものに使わさせてもらっているか

らこちらも少し負担している。それから借入金の支払利息や人件費、徴収も委託してい

るので委託料等々、こういうものが使われていると言うことですね。これはいわゆる、

毎年毎年入ってきて毎年毎年決まって出ていくというタイプの収支です。 

それに対して、資本的収支と言うのは実は下水道ビジョンの１１ページにあって、こ

れも構成は年度が違っても変わってないと考えたらいいかと思います。資本的収入は借

金のために発行する債券で企業債からのものですね。この債券を発行して、いわば借金
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を申し出て、お金を出していただいてると言う部分と、収益的収入と同様、資本的収入

も税金からの補助があると言うことですね。それから、資本的支出で見ると、借金元本

返済というのはかなり大きなウエイトなんですね。それと老朽化した下水道管改良です

ね。収益的支出では修繕でしたけど、今度はもう根本的に直すという話です。日々日々

傷んでちょっとずつ直すものと、それから根本的に直すと言うものがあって、資本的収

支は根本的に直すと理解したらよろしいですかね。もう管を取りかえるとか、方法はコ

ンクリートを塩ビに変えるでしたね。 

というようなことで、財政の細かい数字は、学識経験者の方でかなり検討しますが、

やはり大枠を御理解いただくためには、こういう資本的収支とか、収益的収支という言

葉が使われるので、確認の意味もあって、質問させていただきました。 

繰り返しになりますが、ビジョンをゼロからつくるのではなくて、現在の『川西市下

水道ビジョン』を最初に御説明のあった新下水道ビジョンについての、国の要請に合わ

せて変えていくということが本審議会の役割かと思います。その際に財政的にどうなの

か、取り換えをどうしていくかなどの論点について、現状の有り様を確認しつつ、新下

水道ビジョンではどうかを検討していくと言うことかと思います。そのような理解が正

しいかどうかを確認のため質問させていただきました。ありがとうございます。以上で

す。 

＜会長＞ 

何か御意見、御質問等ございませんでしょうか。 

＜委員＞ 

単年度で黒字が出たということで報告いただいてるんですけど、黒字が出た場合どの

ようにその黒字を運用しているかどうか。使われ方と言うのはちょっとこの資料ではよ

く分からないんですが、それはどういうふうに運用されていらっしゃるんでしょうか。 

＜会長＞ 

事務局からお願いします。 

＜事務局＞ 

はい。先ほどのＡ３横長の資料７ページをご覧ください。平成２９年度決算で説明さ

せていただきました資料の左のページにあります、２の収益的収入及び支出と言うとこ

ろです。支出に対して収入が上回っておるということで収支差し引きなんですけど７億

２３００万円ほどの黒字が出ております。この使われ方ですけれども、その下の３の資

本的収入及び支出のところです。こちらは収入に対して支出のほうが大幅に上回ってお

りますので収支差し引き１３億８１００万円の赤字ということで、資金が不足しており

ます。そのため先ほどの黒字の７億２０００万円と言うお金を充てていって、先ほど委
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員様から説明いただきました、資本的支出と言うところで、施設の改良、更新などにあ

てていって、施設の長寿命化などの事業に使っておるという状況でございます。以上で

す。 

＜会長＞ 

委員さん、よろしいでしょうか。 

＜委員＞ 

そうしたら、黒字という報告をいただいていて、安心してたんですけど、結果的に赤

字なんで、これは毎年赤字額が増えていくとしたら、どれぐらいの黒字を出さないとい

けないという言い方は、されているのかなと思うのですが。 

＜事務局＞ 

資本的支出の大きな支払いが出ている内訳といたしましては、先ほどの下水道ビジョ

ン冊子の１１ページの丸のグラフにありますように、この左側が支出になるんですけれ

ども、借入金の元金を返済する費用と言うところで、この金がやはりまだまだ過去の借

金がございまして、こちらの費用がこの支出のウエートをほとんどを占めております。

ただ、この借入金の企業債の残高なんですけれども年々減っております。というところ

で、この支出も一定落ちついてくると、先ほど利益のほうも今のところ単年度で６億、

７億あるんですけれどもやはり下水道使用料のほうが年々下がってきておりますので、

経営的には厳しい状況ではありますけれども、この下水道使用料の収入の落ち込みと企

業債の残高の減り具合というところで新たな投資のあり方、投資の仕方で企業債の発行

の限度額みたいなところをこの経営審議会の中で見定めていって、今後１０年間の計画

を立てていきたいというところでございます。以上です。 

＜委員＞ 

ありがとうございます。やっとやることがわかりました。 

＜委員＞ 

御質問ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。 

＜委員＞ 

ちょっと、聞き間違いかもしれないんですけど、生活保護を受けられてる方の減免が

廃止になったとおっしゃっていましたが、結局これプラマイそれはプラスになることな

のかなってちょっと思いました。 

＜事務局＞ 

そうですね。またお手元の資料７ページＡ３のほうですね。横長の資料になるんです

けれども、こちらの資料の右から２つ目の年間有収水量１人１日当たりの有収水量と言
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うところです。こちらの上の大きな数字が有収水量で、皆さんがお使いいただいてる水

量、年間の総水量をあらわしてるんですけれども、平成２８年度から平成２９年度にわ

たりまして増えておるんですけれども、これは平成２９年度に生活保護減免制度を廃止

いたしました。その影響で平成２９年度は、お客様がお支払いいただく水量と言うのが

増えたということで、下水道事業にとってはプラス効果が出ておるという状況にはなっ

ております。以上です。 

＜委員＞ 

小っちゃいですけど、水道を使ってる人を、お客様って呼ぶのが正しいんですか。 

＜事務局＞ 

我々が言っています市民と言う方は、川西市に住んでおる方を言うんですけれども、

水道・下水道事業の場合、川西市に住んでいても水道を使われていない方もおられます

し、他市から来られて水道・下水道を使われている方もおられます。そういった方を対

象にしておりますので、使用されている方をお客様というような形でお客さまセンター

という窓口を設けて運営はしております。以上です。 

＜会長＞ 

委員さん、よろしいでしょうか。 

＜委員＞ 

はい。 

＜会長＞ 

ほかにございませんでしょうか。ございませんようでしたら、次に移らせていただき

ます。２つ目の「今後の審議会の運営方法について」を議題といたします。これにつき

まして事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

 

 

【２．今後の審議会の運営方法について】 

＜事務局＞ 

「今後の審議会の運営方法について」説明。 

＜会長＞ 

資料４に基づく、説明がただいま終わりました。これに関しまして委員の皆様、御意

見、御質問等がございましたら賜りたいと思います。何かございませんか。今後のスケ

ジュールに関しまして一つ確認したいことがございます。先ほど事務局からもございま

したように審議会規則第７条第１項に基づきまして部会を設置することとし、同条第２
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項により委員は学識経験者私ども４名で構成し、部会での審議を進めたいと思っており

ますが、これにつきまして、特に市民の委員の皆様、御異議ございませんでしょうか。 

＜委員＞ 

異議なし。 

＜会長＞ 

よろしいですか。はい。ありがとうございます。ではこの部会設置の件も含めまして、

資料にございます「今後の審議会部会のスケジュール案」を、お認めいただいたことと

いたします。 

＜委員＞  

あの、一つだけお聞きしたいんですけど、今矢問のところで下水道工事をしています

よね。あれはだいたい、どのぐらいの時期までかかるんですか。 

＜事務局＞ 

９月あたりまでの工期で、考えておりまして、台風シーズンのかかりには何とか終わ

らせたいと考えております。急遽、設計から現状道路冠水の被害状況が出ておりました

ので、半ば突貫に近い形ではあるんですけど、早急に浸水被害解消の効果を出すべき、

頑張ってるところでございます。 

＜委員＞  

というのはですね、この間、ダムの問題で、今度防災関係のあれで、今まで１５０の

放流が、今度２００ですか、ダムの放流になって、恐らく２００はないと思いますけれ

ど何かあった時に、矢問は全部水に浸かってしまいますよね。県道のところ。そういう

ところを、９月、特に集中豪雨的な雨が降った場合、ダムの放流はどうなるか分かりま

せんが、この間コミュニティで出た話で前は１５０で止めていたけど、これを今２００

という話が出てきている。今度６月８日にうちの防災会の方で今月防災の話が出るんで

すけど、それを何かあった時の、恐らく新田の方から水がついて矢問の方へ、今せっか

く工事しているところにドンと流れてきたら大変なことになる。そういったことが、頭

にあったものでちょっとお聞きしたんです。 

＜事務局＞ 

放流量１５０から２００に増やすというお話は下流の河川の整備に進捗が見られたと

言うことで、我々今工事している部分につきましても、猪名川の支流、矢問川の計画高

水位を上回らない状態が保たれているのですけれども、その辺の水理計算も、踏まえた

上で、工事の計画をしております。それを上回ることがないと言う前提で、ダムは放流
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量を決定しているというふうなことも、個別に私どもにも説明を聞かせていただいてま

す。ですからそれは、大丈夫かと思っております。 

＜会長＞ 

それでは、本日は以上で閉会といたします。皆様どうも御多忙の折に、お集まりいた

だきましてありがとうございました。深く御礼申し上げます。最後に、事務局から何か

つけたすことなどございませんか。 

＜事務局＞ 

最終の全体会議の日程の方は、また後日連絡させて頂きます。 

＜会長＞ 

資料４に記載された第３回審議会は、１０月３０日開催と印刷されておりますけれど

も、この開催日につきましては変更させていただく可能性がございます。その点につき

まして含みおきいただければというふうに思います。 

＜事務局＞ 

長時間にわたりありがとうございました。最後に次回の開催の日程だけ改めて確認だ

けさせていただきます。次回全体会議となる第２回経営審議会、７月３１日水曜日、午

後４時４５分から開催場所は同じこの庁議室で開催させていただきたいと思いますの

で、ご出席のほどよろしくお願いいたします。以上でございます。本日は長い時間あり

がとうございました。 

 


